
市民参加による森林づくり活動調査結果            2002.1201実施 

                                                 北海道立林業試験場 

保健機能科 青柳かつら                  

対象：北の里山の会12月例会参加者（N=13） 

活動内容：浜田久美子さんを招いての間伐作業、昼食会（札幌市清田区有明の森：札幌市有林） 

 

１ 回答者の属性 

 性別に関しては、男性が女性を上回り、約 80％を占めた。年齢に関しては、40 代が最多 50％弱

を占め、ついで50代が多く約20％を占めた。職業に関しては、会社員が最多50％弱を占め、つい

で自営業が多く約30％を占めた。活動への参加年数は、「今年３年目（回答中最長）」が最多約50％

を占め、参加頻度は、「ほぼ毎回参加」という回答が最多約40％を占める結果となった。 
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２ 活動の目的と評価 

 

問1　参加目的（2ＭA）
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「活動の参加目的（複数回答２）」については、「森林の中での作業そのものを楽しむ」（前回29.2％）

が最多50％弱、次いで「メンバーや地域の人と交流する」（前回29.2％）が30％弱を占める結果とな

り、活動の参加に対しては、作業という「体験」や「交流」を重視する回答者が多いことがわかっ

た。一方、「作業を沢山進めて森林づくりに役立つ」（前回4.2％）、および「地域の森林・自然・環

境などを守る」（前回0.0％）といった「労力奉仕」系の回答は皆無であった。 

問2 参加目的別達成度（５段階評価）

項目 達成度 人数 ％

作業自体を楽しむ 3 2 7.7
4 7 26.
5 3 11.

メンバーや地域の人と交流 4 2 7.7
5 5 19.

手入れの技術や知識を身につける 3 1 3.8
4 3 11.

地域の森林について学ぶ 4 1 3.8
森林とふれあい、気持を豊かにす 4 1 3.8
その他 3 1 3.8
合計 26 100.0
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回答者が問１で選んだ２つ

の目的に対して、目的別の達成

度（5段階評価）は、「森林の中

での作業そのものを楽しむ」で

は達成度４（約30％）、「メンバ

ーや地域の人と交流する」では、

達成度５（約20％）が最も多か

った。  

全体としては達成度４以上の回答は80％以上（前回83.3％）を占め、今回の活動では、多数の回

答者が高い達成感を感じたことがわかった。 

 

「今日の活動全体に対する満足度（5段階評

価）」については、満足度４が最も多く約50％

（前回 25.0％）を占め、次いで満足度５が約

30％（前回 66.7％）となった。これらを合計

すると、80％以上を占める結果となり、今日

の活動によって、回答者の殆どが非常に高い

満足を感じたことがわかった。 
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３ 森林づくり活動と市民 

問４　森林づくり活動の本質（2ＭA）
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「市民参加による森林づく

り活動の本質（複数回答２）」に

ついては、「手入れ技術や森林

とつきあう文化の教育活動な

どとしての『学習』」が最も多

く約40％を占め、次いで「余暇

活動やレクリエーションなど

としての『遊び』」が約30％、

「サークルやコミュニティ活動などとしての『人との出会い』」が約20％となった。 

問５　森林づくり活動の現在の重点（2ＭA）
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一方、「北海道における市民

参加による森林づくり活動の

現在の重点（複数回答２）」につ

いては、「手入れ技術や森林と

つきあう文化の教育活動など

としての『学習』」が、最も多

く約30％を占め、次いで「余暇

活動やレクリエーションなどとしての『遊び』」が約 20％、さらに「サークルやコミュニティ活動

などとしての『人との出会い』」と「地域づくりやボランティア活動などとしての『労働力の提供』

が次いで同値で多かった。前問と比較すると、『労働力の提供』の回答の比率が（15.4%）が、前問

（3.8％）を大きく上回る結果となった。 

問６　森林づくりに対して市民ができること（ＭA）
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 「北海道の森林づくりに市民が果たす役割（複数回答）」については、「労働力の提供」が最も多く、

約80％、次いで「森林に関する教育活動・情報の発信」が約70％、「知恵や意見の提供」が約60％



であった。問４において「市民参加による森林づくり活動の本質」としては最下位であった「労働

力の提供」が、実際に市民ができることをたずねた本問では、最上位となるという結果となった。 

 

４ 自由記載 

  「その他、今日の活動の感想、今後やってみたい活動内容など、ご自由にご記入ください」とし

た、自由記載の回答については以下の通りである。 

：森林活動は、仕事にはあまり関係してこないが、楽しんでやるので良い。 

：山菜やきのこ採り 

：植林そのものの勉強。林床植物の整備。 

：楽しかったです。色々な方の意見など、勉強になりました。 

：道内各市町村の森林を見てまわりたい。 

：たき火が温かくなってきた。 

：伐木 

：同じ事の繰り返しかもしれないけど、今日までの活動を末永く継続できれば良いかな？ 


